


一
．
は
じ
め
に

高
野
山
の
塔
頭
寺
院
の
一
つ
と
し
て
法
灯
を
繋
ぐ
密
厳
院
の
境
内
に
、
中
世
に
遡
る
石
造
物
が
多
数
遺
存
す
る
こ
と
は
、
筆
者
が
高
野
山
大
学
国
史

学
専
攻
の
学
生
時
代
の
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
頃
よ
り
知
っ
て
い
た
。
振
り
返
る
と
そ
れ
は
、
同
院
へ
所
用
で
訪
問
し
た
際
に
、
偶
然
に
そ
の

石
塔
群
を
拝
見
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
時
に
、
同
院
石
造
物
中
最
古
の
在
銘
品
で
あ
る
後
述
の
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
五
輪
塔
を
見
出
し
た
が
、

そ
の
銘
文
は
『
紀
伊
国
金
石
文
集
成
―
続
編
―
』
に
紹
介
さ
れ
た

。

（
註
１
）

そ
の
後
、
『
高
野
町
史
』
民
俗
編
（
平
成
二
十
一
年
刊
）
の
「
石
造
物
編
」
を
執
筆
の
際
に
、
在
銘
品
の
確
認
に
同
院
を
来
訪
し
て
、
後
述
の
一
連

の
上
人
号
の
銘
文
が
あ
る
五
輪
塔
の
概
略
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
こ
の
度
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
同
院
御
住
職
の
徳
富
義
明
師
の
特
別
の
許
可
を
得
て
上
人
号
の
五
輪
塔
の
他
の
石
塔
類
全
部
の
詳
細
な

調
査
の
機
会
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
に
て
紹
介
す
る
も
の
は
、
そ
の
密
厳
院
の
在
銘
品
の
石
造
物
で
あ
る
。
中
世
の
紀
年
を
有
す
る
在
銘
品
十
八
基
が
見
出
さ
れ
た
。
注
目
さ
れ
る

の
は
副
題
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
高
野
聖
の
中
で
も
萱
堂
聖
の
石
塔
群
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
と
、
高
野
山
に
地
方
か
ら
の
惣
墓
造
立
の
事
例
が
見
出
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
高
野
聖
の
石
塔
造
立
の
事
実
と
、
高
野
山
に
お
け
る
石
塔
造
立
の
背
景
を
知
る
貴
重
な
発
見
と
な
っ
た
。

以
下
、
高
野
山
密
厳
院
に
お
け
る
在
銘
石
塔
に
つ
い
て
順
に
紹
介
し
て
、
若
干
の
考
察
を
述
べ
て
み
た
い
。
石
塔
は
、
上
人
号
の
も
の
が
密
厳
院
の

境
内
の
東
隅
に
南
北
に
前
後
二
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
て
（
写
真
１
・
２
）
、
そ
の
他
の
石
塔
が
そ
の
二
列
の
南
側
に
ま
と
め
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　

高
野
山
密
厳
院
石
造
物
調
査
報
告

　
　
　
　
　

―
―
萱
堂
聖
覚
心
上
人
の
五
輪
塔
群
と
大
和
国
箸
尾
荘
惣
墓
五
輪
塔
―
―

木
下　

浩
良　
　

5　高野山密厳院石造物調査報告（木下）



二
．
萱
堂
聖
覚
心
上
人
等
の
上
人
号
の
銘
を
有
す
る
五
輪
塔

①
鎌
倉
時
代
末
〜
南
北
朝
時
代
の
五
塔
塔
（
写
真
３
・
４
）

砂
岩
製
。
地
輪
・
水
輪
・
火
輪
・
風
空
輪
と
四
石
造
り
の
五
輪
塔
で
あ
る
が
、
地
輪
以
外
は
別
物
で
、
寄
せ
集
め
の
塔
と
な
っ
て
い
る
。
梵
字
の
配

置
は
「
ア
・
ビ
・
ラ
・
カ
・
キ
ャ
」
で
あ
る
。
地
輪
は
下
部
が
土
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
。
現
状
の
地
輪
の
法
量
は
、
幅
五
〇
㎝
、
高
さ
二
七
㎝
で
あ
る
。

地
輪
正
面
に
は
、

　
　

□
□
上
人

　
　

（
ア
）

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
名
前
は
明
ら
か
に
し
て
な
い
が
、
上
人
号
を
有
す
る
僧
侶
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。
地
輪
底
部
が
埋
ま
っ
て
い

て
、
数
㎝
程
が
埋
没
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
高
さ
に
対
す
る
幅
の
比
率
が
一
対
二
に
近
く
、
重
厚
な
地
輪
の
数
値
と
な
り
、
碑
面
の

造
り
の
重
厚
さ
と
合
わ
せ
て
、
銘
文
は
な
い
も
の
の
中
世
で
も
鎌
倉
時
代
末
〜
南
北
朝
時
代
の
五
輪
塔
と
推
定
す
る
。

②
鎌
倉
時
代
末
〜
南
北
朝
時
代
の
五
輪
塔
（
写
真
５
・
６
）

砂
岩
製
の
地
輪
と
別
石
の
緑
泥
片
岩
製
の
水
輪
と
時
代
が
下
っ
た
室
町
時
代
の
砂
岩
製
の
火
輪
を
乗
せ
る
。
地
輪
以
外
は
別
物
で
、
寄
せ
集
め
の
塔

と
な
っ
て
い
る
。
地
輪
の
法
量
は
、
幅
五
〇
㎝
、
高
さ
三
三
㎝
で
あ
る
。
地
輪
正
面
に
は
、

　
　

□
阿
上
人

　
　

（
ア
）

二 

十
月
廿
三
日
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と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
名
前
は
一
文
字
明
ら
か
に
し
て
な
い
が
、
□
阿
上
人
と
称
す
る
僧
侶
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。
法
量
は
先
に
紹

介
し
た
①
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
数
値
で
銘
文
の
手
法
も
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
者
は
同
時
期
に
造
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
年
号

は
欠
落
す
る
が
、
某
二
年
十
月
二
十
三
日
の
年
月
日
を
刻
す
る
。

③
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
五
輪
塔
（
写
真
7
・
8
）

砂
岩
製
の
地
輪
と
別
石
の
緑
泥
片
岩
製
の
水
輪
と
時
代
が
下
っ
た
室
町
時
代
の
砂
岩
製
の
火
輪
を
乗
せ
る
。
地
輪
以
外
は
別
物
で
、
寄
せ
集
め
の
塔

と
な
っ
て
い
る
。
地
輪
の
法
量
は
、
幅
四
六
㎝
、
高
さ
三
三
㎝
で
あ
る
。
地
輪
正
面
に
は
、

覚
心
上
人

　
　

（
ア
）

元
弘
三
年
五
月
十
八
日

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
最
末
の
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
五
月
十
八
日
の
紀
年
が
あ
る
、
覚
心
上
人
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。

密
厳
院
に
所
在
す
る
石
造
物
中
、
最
古
の
在
銘
の
遺
物
で
あ
る
。

④
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
五
輪
塔
（
写
真
9
・
10
）

砂
岩
製
。
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
各
輪
と
も
有
す
る
が
、
地
輪
以
外
は
別
物
で
あ
る
。
梵
字
は
「
ア
・
バ
・
ラ
・
カ
・
キ
ャ
」
を
刻
す
る
。
総
高

は
一
〇
七
㎝
。
地
輪
の
法
量
は
、
幅
三
八
㎝
、
高
さ
二
五
㎝
で
、
地
輪
の
下
部
は
土
中
に
埋
ま
る
。
銘
文
は
地
輪
正
面
に
、

□
阿
上
人

（
ア
）

應
永
二
卯
月

十
五
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と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
最
初
期
の
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
四
月
十
五
日
の
紀
年
が
あ
る
、
名
前
は
一
文
字
明
ら
か
で
な
い
が
、
□
阿
上
人

と
称
す
る
僧
侶
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。

⑤
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
五
輪
塔
（
写
真
11
・
12
）

砂
岩
製
。
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
各
輪
と
も
有
す
る
が
、
地
輪
以
外
は
別
物
で
あ
る
。
梵
字
は
「
ア
・
バ
・
ラ
・
ウ
ー
ン
・
ケ
ン
」
を
刻
す
る
。

総
高
は
一
二
六
㎝
。
地
輪
の
法
量
は
、
幅
四
八
㎝
、
高
さ
二
三
㎝
で
、
地
輪
の
下
部
は
土
中
に
埋
ま
る
。
銘
文
は
地
輪
正
面
に
、

□
阿
上
人

（
ア
）

応
永
十
七
二

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
初
期
の
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
七
月
二
日
の
紀
年
が
あ
る
。
名
前
は
一
文
字
明
ら
か
に
し
て
な
い
が
、
□
阿
上
人

と
称
す
る
僧
侶
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。

⑥
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
五
輪
塔
（
写
真
13
・
14
）

砂
岩
製
。
地
輪
の
上
に
大
小
の
二
つ
の
水
輪
を
置
く
が
、
地
輪
以
外
は
別
物
で
あ
る
。
地
輪
の
法
量
は
、
幅
四
七
・
五
㎝
、
高
さ
三
三
㎝
。
銘
文
は

地
輪
正
面
に
、

　
　

用
阿
上
人

（
ア
）

應
永
十
七
二
十
五
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と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
初
期
の
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
二
月
十
五
日
に
、
用
阿
上
人
と
い
う
僧
侶
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ

る
。
二
月
十
五
日
は
、
釈
迦
が
入
滅
し
た
涅
槃
会
の
日
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
用
阿
上
人
は
自
身
の
逆
修
供
養
の
日
を
涅
槃
会
に
当
て
て
、
本
五
輪

塔
を
造
立
し
た
も
の
と
推
察
す
る
。

⑦
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
五
輪
塔
（
写
真
15
・
16
）

緑
泥
片
岩
製
。
地
輪
の
上
に
大
小
の
二
つ
の
水
輪
を
乗
せ
る
が
、
地
輪
以
外
は
別
物
で
あ
る
。
地
輪
の
法
量
は
、
幅
五
〇
㎝
、
高
さ
三
七
㎝
。
銘
文

は
地
輪
正
面
に
、

第
六
世
覚
心
上
人

（
ア
）

嘉
吉
三
年
二
月
時
正

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
中
頃
の
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
二
月
時
正
の
日
に
、
第
六
世
覚
心
上
人
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。
時
正

は
彼
岸
中
日
の
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
第
六
世
覚
心
上
人
は
自
身
の
逆
修
供
養
の
日
を
春
の
彼
岸
中
日
に
当
て
て
、
本
五
輪
塔
を
造
立
し
た
も
の
と
推
察
す
る
。

⑧
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
五
輪
塔
（
写
真
17
・
18
）

緑
泥
片
岩
製
。
地
・
水
・
火
の
各
輪
は
一
具
で
あ
る
。
空
風
輪
は
別
物
で
砂
岩
製
と
な
っ
て
い
る
。
梵
字
は
「
ア
・
バ
・
ラ
・
カ
・
キ
ャ
」
を
刻
す
る
。

各
輪
の
法
量
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
地
輪
の
幅
五
二
㎝
、
高
さ
二
八
㎝
で
、
地
輪
の
下
部
は
土
中
に
埋
ま
る
。
水
輪
の
高
さ
四
六
㎝
、
上
端
幅
二
四

㎝
、
最
大
幅
四
九
・
六
㎝
、
下
端
幅
二
四
・
六
㎝
。
火
輪
の
高
さ
三
〇
㎝
、
上
端
幅
一
九
・
四
㎝
、
最
大
幅
四
八
・
四
㎝
、
軒
中
央
高
さ
九
㎝
、
軒
両
端
高

さ
一
二
㎝
。
空
風
輪
の
高
さ
三
三
㎝
。
総
高
一
三
七
㎝
を
計
る
。
銘
文
は
地
輪
正
面
に
、
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七
代
覚
心

（
ア
）

寛
正
六
年
乙酉

八
月

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
中
頃
の
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
八
月
に
、
第
七
世
覚
心
上
人
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。

⑨
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
五
輪
塔
（
写
真
19
・
20
）

砂
岩
製
。
地
輪
の
上
に
水
輪
を
置
く
が
、
水
輪
は
別
物
で
あ
る
。
地
輪
の
法
量
は
。
幅
五
〇
㎝
、
高
さ
三
七
㎝
。
銘
文
は
地
輪
正
面
に
、

第
八
世
覚
心
上
人

（
ア
）　

　
　

辛

延
徳
三
年
二
月亥 

三
日

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
中
頃
の
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
二
月
三
日
に
第
八
世
覚
心
上
人
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。

⑩
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
五
輪
塔
（
写
真
21
・
22
）

緑
泥
片
岩
製
。
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
各
輪
と
も
有
す
る
が
、
地
輪
以
外
は
砂
岩
製
で
別
物
で
あ
る
。
梵
字
は
「
ア
・
バ
・
ラ
・
ウ
ー
ン
・
ケ
ン
」

を
刻
す
る
。
総
高
は
一
二
六
㎝
。
地
輪
の
法
量
は
、
幅
四
八
㎝
、
高
さ
三
二
㎝
で
、
地
輪
の
下
部
は
土
中
に
埋
ま
る
。
銘
文
は
地
輪
正
面
に
、
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第
九
世
覚
心
上

（
ア
）

乙

永
正
二
年
十
二
月

丑

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
中
頃
の
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
十
二
月
に
第
九
世
覚
心
上
人
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。

⑪
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
五
輪
塔
（
写
真
23
・
24
）

砂
岩
製
。
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
各
輪
と
も
有
す
る
が
、
地
輪
以
外
は
梵
字
の
書
体
や
タ
イ
プ
が
違
っ
て
い
て
別
物
で
あ
る
。
梵
字
は
「
ア
・
ビ
・
ラ
・
ウ
ー
ン
・

ケ
ン
」
を
刻
す
る
。
総
高
は
一
四
五
㎝
。
地
輪
の
法
量
は
。
幅
四
八
㎝
、
高
さ
三
二
㎝
で
、
地
輪
の
下
部
は
土
中
に
埋
ま
る
。
銘
文
は
地
輪
正
面
に
、

第
十
世
覚
心
上

（
ア
）

天
文
伍
年
五
月

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
の
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
五
月
に
第
十
世
覚
心
上
人
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。

三
．
大
和
国
箸
尾
荘
惣
墓
五
輪
塔
（
写
真
25
・
拓
影
1
）

本
石
塔
は
、
前
記
の
萱
堂
聖
覚
心
上
人
等
の
上
人
号
の
銘
を
有
す
る
五
輪
塔
群
の
、
南
側
隅
に
集
め
ら
れ
た
中
世
石
塔
の
断
片
を
集
め
ら
れ
た
中
よ

り
見
出
さ
れ
た
。
五
輪
塔
の
地
輪
部
の
み
の
残
欠
品
で
あ
る
。
砂
岩
製
。
法
量
は
幅
三
二
・
六
㎝
、
高
さ
二
五
㎝
、
上
面
中
央
に
水
輪
の
枘
を
受
け
る

11　高野山密厳院石造物調査報告（木下）



径
七
㎝
、
深
さ
一
・
四
㎝
の
枘
孔
を
う
が
っ
て
い
る
。
地
輪
正
面
に
は
、

大
和
国
為
箸

尾
庄
貴
賤
上

下
惣
墓
也

（
ア
）

　
　
　
　
　
　
　

願
主

明
徳
三
七
月
日

　
　
　
　
　

成
阿
敬
白

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
南
北
朝
時
代
末
年
の
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
七
月
に
造
立
さ
れ
た
、
大
和
国
箸
尾
荘
惣
墓
五
輪
塔
で
あ
る
。
造
立
に
際
し
て

の
願
主
は
成
阿
だ
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
惣
墓
を
高
野
山
に
造
立
し
た
も
の
で
、こ
れ
ま
で
の
高
野
山
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
石
塔
銘
文
に
は
な
い
、

惣
墓
と
し
て
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
で
あ
る
。

惣
墓
と
は
当
該
地
域
の
共
同
墓
地
の
こ
と
で
あ
る
。
当
該
地
域
に
形
成
さ
れ
る
の
が
惣
墓
で
あ
り
、
そ
れ
を
遠
方
の
高
野
山
に
設
け
た
の
は
、
萱
堂

聖
の
勧
進
に
よ
る
も
の
と
は
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
高
野
山
で
は
初
め
て
の
発
見
で
あ
る
。
こ
の
一
例
を
も
っ
て
高
野
山
に
造
立
さ
れ

た
五
輪
塔
全
体
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
様
の
事
例
が
こ
の
当
時
の
高
野
山
の
石
塔
造
立
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
惣
墓

は
当
該
地
域
に
必
ず
し
も
設
け
ら
れ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
こ
と
が
、
判
明
さ
れ
た
。
高
野
山
と
い
う
霊
場
に
惣
墓
を
造
立
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。

箸
尾
荘
は
、
現
在
の
奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
付
近
に
あ
っ
た
荘
園
で
あ
る
。
従
来
の
「
惣
墓
」
の
性
格
を
見
直
す
こ
と
に
な
る
本
五
輪
塔
は
、
極

め
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
本
稿
で
は
一
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
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四
．
そ
の
他
の
石
塔

①
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
五
輪
塔
（
写
真
26
・
拓
影
2
）

砂
岩
製
。
地
輪
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
二
四
㎝
、
幅
三
〇
・
八
㎝
。
地
輪
正
面
に
は
、

禅
尼
妙
阿

（
ア
）

　
　
　
　
　

 

　
　

願
主
永
阿

康
永
第
二
癸未

八
月
四
日

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
南
北
朝
時
代
の
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
八
月
四
日
に
、
禅
尼
妙
阿
の
た
め
に
永
阿
が
造
立
し
た
五
輪
塔
と
知
ら
れ
る
。
禅
尼

妙
阿
と
永
阿
和
は
夫
婦
で
あ
ろ
う
か
。
康
永
は
北
朝
方
の
年
号
で
あ
る
。

②
貞
治
三
年
（
一
三
六
三
）
五
輪
塔
（
写
真
27
・
拓
影
3
）

砂
岩
製
。
地
輪
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
二
〇
㎝
、
幅
二
八
㎝
、
上
面
中
央
に
水
輪
の
枘
を
受
け
る
径
四
㎝
、
深
さ
一
・
八
㎝
の

枘
孔
を
う
が
っ
て
い
る
。
地
輪
正
面
に
は
、

□
□
□
供
養
之

　
　
　
　
　
　

志
者

為
逆
修
善
根
也

（
ア
）

　
　
　
　
　
　
　
　

敬
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□
禅

　
　
　
　
　
　
　
　

白

貞
治
三
年
十
月
廿
五
日

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
南
北
朝
時
代
の
貞
治
三
年
（
一
三
六
三
）
十
月
二
十
五
日
に
、
人
名
は
明
ら
か
に
出
来
な
い
が
某
の
逆
修
供
養
の
た
め
に
造
立

し
た
五
輪
塔
と
知
ら
れ
る
。
造
立
者
は
、
一
字
不
明
で
あ
る
が
、
□
禅
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
貞
治
は
北
朝
方
の
年
号
で
あ
る
。

③
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
宝
篋
印
塔
（
写
真
28
・
拓
影
4
）

砂
岩
製
。
上
部
二
段
式
の
宝
篋
印
塔
の
基
礎
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。
法
量
は
、
高
さ
二
八
㎝
、
幅
三
四
㎝
。
基
礎
の
四
面
と
も
素
面
の
ま
ま
で
、
正

面
と
思
え
る
一
面
に
は
、

右
志
者
為

一
結　

七
世

悲
母　

成
仏

應
安

二
　

二

二
月
時
正

と
陰
刻
銘
文
が
あ
っ
て
、
そ
の
面
の
向
か
っ
て
右
側
面
に
は
二
字
の
法
名
の
三
人
が
十
二
行
に
わ
た
っ
て
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
法
名
は
判
読
に
苦
し

む
が
、
次
の
都
合
三
十
六
名
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
□
□　
□
□　
正
□

　
　
□
宗　
□
阿　
道
宗
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□
□　
道
貞　
道
円

　
　
□
心　
昌
宗　
□
道

　
　
□
宗　
□
□　
宗
□

　
　
□
□　
宗
□　
貞
修

　
　
宗
□　
□
□　
妙
□

　
　
□
□　
□
□　
妙
阿

　
　
行
□　
□
□　
道
□

　
　
妙
□　
□
□　
□
円

　
　
道
□　
弥
□　
□
宗

　
　
□
阿　
□
□　
□
□　

三
十
六
名
の
結
集
に
よ
り
、
南
北
朝
時
代
の
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
二
月
時
正
（
彼
岸
中
日
）
に
造
立
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
で
あ
る
。
七
世
の
母
の

供
養
の
た
め
に
結
集
さ
れ
た
信
仰
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
三
十
六
人
は
法
名
で
列
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
構
成
員
が

逆
修
を
成
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
応
安
は
北
朝
方
の
年
号
で
あ
る
。

➃
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
宝
篋
印
塔
（
写
真
29
・
拓
影
5
）

砂
岩
製
。
上
部
二
段
式
の
宝
篋
印
塔
の
基
礎
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。
法
量
は
、
高
さ
二
〇
㎝
、
幅
二
四
・
六
㎝
。
基
礎
の
四
面
と
も
素
面
の
ま
ま
で
、

正
面
と
思
え
る
一
面
に
は
、

為
善
阿

孝
子
□
□
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永
和
二
三
廿
四

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
南
北
朝
時
代
の
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
三
月
二
十
四
日
に
、
善
阿
の
た
め
に
子
の
何
某
が
造
立
し
た
宝
篋
印
塔
と
知
ら
れ
る
。

永
和
は
北
朝
方
の
年
号
で
あ
る
。

⑤
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
五
輪
塔
（
写
真
30
・
拓
影
6
）

砂
岩
製
。
砂
岩
製
。
地
輪
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
一
五
・
五
㎝
、
幅
二
二
・
六
㎝
。
地
輪
正
面
に
は
、

行
阿
二
親

　
　
　
　

尼
□
□

（
ア
）

應
永
五
六
月

十
四

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
初
め
の
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
六
月
十
四
日
に
、
行
阿
の
二
親
た
め
に
尼
の
何
某
が
造
立
し
た
五
輪
塔
と
知
ら
れ

る
。
行
阿
と
尼
の
何
某
は
夫
婦
で
あ
ろ
う
か
。

⑥
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
五
輪
塔
（
写
真
31
・
拓
影
7
）

砂
岩
製
。
地
輪
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
一
四
・
六
㎝
、
幅
二
一
・
六
㎝
、
上
面
中
央
に
水
輪
の
枘
を
受
け
る
径
三
・
八
㎝
、
深
さ
〇
・

八
㎝
の
枘
孔
を
う
が
っ
て
い
る
。
地
輪
正
面
に
は
、

聖
弥
阿

（
ア
）
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广
永
廿
三
二
月

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
初
め
の
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
二
月
に
、
聖
の
弥
阿
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
と
知
ら
れ
る
。

⑦
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
五
輪
塔
（
写
真
32
・
拓
影
8
）

砂
岩
製
。
地
輪
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。
法
量
は
、
地
輪
高
さ
一
四
㎝
、
幅
二
〇
㎝
、
上
面
中
央
に
水
輪
の
枘
を
受
け
る
径
四
・
二
㎝
、
深
さ
一
・
四
㎝

の
枘
孔
を
う
が
っ
て
い
る
。
地
輪
正
面
に
は
、

意
阿
弥
陀
佛

（
ア
）

文
安
元
潤
晦
日

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
中
頃
の
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
に
、
意
阿
弥
陀
佛
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
五
輪
塔
と
知
ら
れ
る
。
文
安
元
年
の
閏

月
は
六
月
で
、
同
月
の
晦
日
は
二
十
九
日
に
な
る
の
で
、
同
日
の
造
立
と
な
る
。

⑧
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
宝
篋
印
塔
（
写
真
33
・
拓
影
9
）

緑
泥
片
岩
製
。
上
部
二
段
式
の
宝
篋
印
塔
の
基
礎
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。
法
量
は
、
高
さ
一
三
・
四
㎝
、
幅
二
〇
㎝
。
基
礎
の
三
面
に
は
輪
郭
を
巻
き
、

格
狭
間
を
入
れ
る
。
上
部
に
径
五
㎝
、
深
さ
一
・
五
㎝
の
枘
孔
を
う
が
つ
。
正
面
と
思
え
る
一
面
は
輪
郭
を
巻
き
、

一
如
紹
元

　
　
　

居
士

七
月
十
八
日
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未

永
正
九
年

　
　
　
　
　

申　

と
陰
刻
銘
文
が
あ
る
。
室
町
時
代
中
頃
の
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
七
月
十
八
日
に
、
一
如
紹
元
居
士
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
と
知
ら
れ
る
。

五
．
小
考

こ
れ
ま
で
、
萱
堂
聖
覚
心
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
の
「
高
野
山
五
番
衆
契
状
」
が
知
ら
れ
て
い
た
。
同
史
料
よ
り
該
当

部
分
を
引
用
す
る
と
、
「
近
年
云

シ

覚
心
ト

荒
入
道
、
密
厳
院
傍
ニ

萱
庵
ヲ

結
ヒ　

偏
令
念
仏
以
来
、
号
シ

高
野
聖
、
空
口
ヲ　

負
ヒ　

、
令
諸
国
ニ

頭
陀
」
と
記
し

て
い
る
。

（
註
２
）

ま
さ
に
、
今
回
見
出
さ
れ
た
歴
代
の
覚
心
上
人
の
五
輪
塔
は
、「
高
野
山
五
番
衆
契
状
」
が
記
す
高
野
聖
の
覚
心
上
人
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
萱
堂
聖
覚
心
に
つ
い
て
は
、
高
野
聖
に
つ
い
て
の
研
究
を
集
大
成
さ
れ
た
五
来
重
氏
の
『
高
野
聖
』
に
詳
し
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同
書
に
譲

る
が
、
萱
堂
聖
を
は
じ
め
た
の
は
臨
済
宗
法
燈
派
開
祖
の
法
燈
国
師
覚
心
と
さ
れ
て
い
る
。
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
法
燈
国
師
覚
心
が
八
十
歳
の
時

に
一
人
の
俗
人
が
弟
子
に
な
り
た
い
と
願
い
出
た
。
そ
こ
で
法
燈
国
師
は
自
身
と
同
じ
名
の
覚
心
を
与
え
て
、
高
野
山
へ
行
っ
て
萱
原
で
念
仏
せ
よ
と

命
じ
た
の
が
萱
堂
聖
の
お
こ
り
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
萱
堂
聖
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
、
由
良
の
浜
の
漁
人
ま
た
は
猟
士
説
、
関
東
武
士
の
奈
須

七
郎
親
張
説
、
さ
ら
に
は
滝
口
入
道
説
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
萱
堂
聖
の
始
祖
は
諸
説
あ
る
も
の
の
高
野
山
に
お
け
る
聖
の
一
派
と
し
て
活
動
を
広
げ
、
特
に
念
仏
芸
能
に
す
ぐ
れ
て
、「
か
る
か
や
」

な
ど
の
説
経
で
高
野
山
の
参
詣
人
の
人
気
を
あ
つ
め
た
と
の
説
を
五
来
氏
は
指
摘
な
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
密
厳
院
前
で
設
け
ら
れ
て
い
る
「
か
る
か

や
」
の
唱
導
の
た
め
の
刈
萱
堂
は
そ
の
こ
と
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

以
来
、
萱
堂
の
上
人
は
代
々
に
わ
た
り
同
じ
覚
心
を
名
乗
る
こ
と
に
な
り
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
ま
で
十
九
代
ま
で
の
間
、
代
々
覚
心
を
称

し
た
と
さ
れ
て
い
る

。

（
註
３
）
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今
回
、
見
出
さ
れ
た
代
々
の
覚
心
上
人
の
五
輪
塔
は
五
来
氏
の
研
究
を
実
証
す
る
遺
物
と
し
て
、
重
要
な
発
見
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
見
出
さ
れ
た

六
基
の
歴
代
の
覚
心
上
人
塔
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
史
料
に
は
見
え
な
い
歴
代
の
覚
心
上
人
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
　

・
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
覚
心
上
人

　
　

・
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
第
六
世
覚
心
上
人

　
　

・
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
第
七
世
覚
心
上
人

　
　

・
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
第
八
世
覚
心
上
人

　
　

・
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
第
九
世
覚
心
上
人

　
　

・
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
第
十
世
覚
心
上
人

さ
ら
に
、
覚
心
上
人
以
外
の
、
上
人
と
称
す
る
三
基
の
僧
侶
の
五
輪
塔
も
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、
史
料
に
は
見
え
な
い
、
覚
心
上
人
の
他
の
萱
堂

の
僧
侶
の
姿
が
垣
間
見
え
る
。
覚
心
上
人
以
外
に
も
、
有
力
な
僧
侶
が
萱
堂
に
存
在
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

・
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
□
阿
上
人

　
　

・
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
□
阿
上
人

　
　

・
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
用
阿
上
人

さ
ら
に
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
わ
た
る
在
俗
出
家
者
に
よ
る
石
塔
の
造
立
が
萱
堂
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら

遺
物
は
ま
さ
に
、
萱
堂
聖
の
活
動
の
跡
を
今
に
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
も
時
代
順
に
列
記
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
史
料
に
は
見
え

な
い
、
萱
堂
の
繁
栄
の
様
子
が
伺
わ
れ
る
。　

　
　

・
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
善
阿
の
た
め
の
五
輪
塔
。

　
　

・
貞
治
三
年
（
一
三
六
三
）
逆
修
供
養
の
た
め
の
五
輪
塔
。

　
　

・
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
三
十
六
名
の
結
衆
に
よ
る
七
世
の
母
の
成
仏
の
た
め
の
宝
篋
印
塔
。

　
　

・
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
大
和
国
箸
尾
荘
の
惣
墓
五
輪
塔
。
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・
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
禅
尼
妙
阿
の
た
め
の
五
輪
塔
。

　
　

・
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
行
阿
の
二
親
の
た
め
の
五
輪
塔
。

　
　

・
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
聖
弥
阿
の
た
め
の
五
輪
塔
。

　
　

・
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
意
阿
弥
陀
仏
の
た
め
の
五
輪
塔
。

　
　

・
永
正
九
年
（
一
四
一
六
）
一
如
紹
元
居
士
の
た
め
の
宝
篋
印
塔
。

六
．
お
わ
り
に

最
後
に
指
摘
し
た
い
の
が
、
紹
介
し
た
歴
代
の
覚
心
上
人
と
上
人
号
を
有
す
る
僧
侶
の
五
輪
塔
の
大
き
さ
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
の

五
輪
塔
の
大
き
さ
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
タ
イ
プ
の
も
の
で
は
妥
当
な
も
の
と
考
え
て
間
違
い
な
い
が
、
室
町
時
代
に
お
け
る
通
常
の
五
輪
塔
の
サ
イ

ズ
と
し
て
は
、
三
倍
近
く
も
の
大
き
さ
の
タ
イ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
の
室
町
時
代
の
五
輪
塔
の
サ
イ
ズ
は
、
本
稿
に
紹
介
し
た
、
そ
の
他
の
石
塔

の
中
の
四
・
⑥
の
五
輪
塔
の
地
輪
の
高
さ
一
四
・
六
㎝
、
幅
二
一
・
六
㎝
、
四
・
⑦
の
五
輪
塔
の
地
輪
の
高
さ
一
四
㎝
、
幅
二
〇
㎝
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
室
町
時
代
の
歴
代
の
覚
心
上
人
の
五
輪
塔
の
地
輪
の
幅
の
サ
イ
ズ
は
、
四
七
㎝
か
ら
五
二
㎝
で
あ
っ
て
、
室
町
時
代
の
五
輪
塔
の

地
輪
の
幅
が
上
記
の
も
の
と
対
比
す
る
と
三
倍
以
上
も
の
大
き
さ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
は
萱
堂
聖
の
経
済
力
の
大
き
さ
と
、
も
う
一
つ
は
、
萱
堂
聖
が
唱
導
の
意
味
で
大
型
の
石
塔
造

立
を
行
っ
て
い
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
世
に
お
け
る
萱
堂
の
様
子
は
現
状
と
違
い
、
歴
代
覚
心
上
人
の
五
輪
塔
が
う
や
う
や
し
く
祀
ら
れ
、
そ
の
他

の
上
人
号
を
有
す
る
石
塔
も
そ
れ
に
準
じ
て
祀
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
周
り
に
は
全
国
か
ら
の
在
俗
出
家
者
の
石
塔
が
取
り
囲
ん
で
、
言
わ
ば
小
さ
な
奥
之
院

を
萱
堂
で
形
成
し
て
い
た
の
で
な
い
か
と
推
定
す
る
。

こ
の
萱
堂
聖
と
今
回
見
出
さ
れ
た
石
塔
群
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。
大
方
の
御
示
教
な
ど
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

高野山大学密教文化研究所紀要　第 37 号　20



（
註
１
） 

巽
三
郎
・
愛
甲
昇
寛
・
小
賀
直
樹
編
『
紀
伊
国
金
石
文
集
成
─
続
編
─
』
（
平
成
七
年
、
巽
三
郎
刊
）

（
註
２
） 

「
高
野
山
五
番
衆
契
状
」
『
宝
簡
集
』
三
十
七
（
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
一
』
高
野
山
文
書
之
一
）

（
註
３
） 

五
来
重
『
高
野
聖
』
（
昭
和
四
十
年
、
角
川
書
店
刊
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

密
厳
院　

萓
堂
聖　

覚
心
上
人　

五
輪
塔　

箸
尾
荘　

惣
墓
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（写真１）密厳院石塔群前列

（写真２）密厳院石塔群後列
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（写真３）鎌倉時代末〜南北朝時代の五塔塔全体

（写真４）鎌倉時代末〜南北朝時代の五塔塔地輪

23　高野山密厳院石造物調査報告（木下）



（写真５）鎌倉時代末〜南北朝時代の五輪塔全体

（写真６）鎌倉時代末〜南北朝時代の五塔塔地輪
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（写真７）元弘３年（1333）五輪塔全体

（写真８）元弘３年（1333）五輪塔地輪
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（写真９）応永２年（1395）五輪塔全体

（写真 10）応永２年（1395）五輪塔地輪
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（写真 11）応永 10 十年（1403）五輪塔全体

（写真 12) 応永 10 十年（1403）五輪塔地輪
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（写真 13）応永 17 年（1410）五輪塔全体

（写真 14) 応永 17 年（1410）五輪塔地輪
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（写真 15）嘉吉 3年（1443）五輪塔全体

（写真 16）嘉吉 3年（1443）五輪塔地輪
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（写真 17）寛正 6年（1465）五輪塔全体

（写真 18）寛正 6年（1465）五輪塔地輪
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（写真 19）延徳 3年（1491）五輪塔全体

（写真 20）延徳 3年（1491）五輪塔地輪
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（写真 21）永正 2年（1505）五輪塔全体

（写真 22）永正 2年（1505）五輪塔地輪
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（写真 23）天文 5年（1536）五輪塔全体

（写真 24）天文 5年（1536）五輪塔地輪
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（写真 25）大和国箸尾荘惣墓五輪塔地輪

（拓影 1）大和国箸尾荘惣墓五輪塔銘文
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（写真 26）康永 2年（1343）五輪塔地輪

（拓影 2）康永 2年（1343）五輪塔銘文
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（写真 27）貞治 3年（1363）五輪塔地輪

（拓影 3）貞治 3 年（1363）五輪塔銘文
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（写真 28）応安 4年（1371）宝篋印塔基礎

（拓影 4）応安 4年（1371）宝篋印塔銘文
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（写真 29）永和 2年（1376）宝篋印塔基礎

（拓影 5）永和 2年（1376）宝篋印塔銘文

高野山大学密教文化研究所紀要　第 37 号　38



（写真 30）応永 5年（1398）五輪塔地輪

（拓影 6）応永 5年（1398）五輪塔銘文
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（写真 31）応永 23 年（1416）五輪塔地輪

（拓影 7）応永 23 年（1416）五輪塔銘文
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（写真 32）文安元年（1444）五輪塔地輪

（拓影 8）文安元年（1444）五輪塔銘文
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（拓影 9）永正 9年（1512）宝篋印塔銘文

（写真 33）永正 9年（1512）宝篋印塔基礎
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